



















The meaning of learning of students of seminar inspection and pilgrimage 
activities in the Great East Japan Earthquake：




































































































































































































































































































































































































































































































































































い時には 1 時間、2 時間になることもある。
このような貴重な経験を通して、訪れた学生
らは、真剣なまなざしかつ硬い表情を見せな
がら、話を聞いている。メディアを通してみ
た震災の映像とはまた異なる映像が彼らの中
にうまれることで、彼らがさらなる関心を示
すようになった。
　このような出会いを通じて、震災のことを
さらに知りたい、調べたいという思いを強く
することになった。
11．小学校訪問・防災系高校訪問を通じて
理解した防災意識の重要性
　被災地訪問の一つに、地元の学校を訪問す
るプログラムを取り入れている事例は多くみ
られる。ゼミでは将来、小学校教諭をめざす
学生も少なくないため、災害発生時、教師の
対応などを実感し、習得することが求められ
る。
　小名浜第二小学校を訪問した際には、同小
学校で使用している「防災マニュアル」、「防
災指針」といわれる書類を閲覧した。普段目
にすることのない資料を見ることで、防災の
大切さを改めて感じることになった。また教
師目線でみてみると、普段からどのように児
童らに防災意識を持たせ、それを育てていく
15） ゼミ男子学生Eの感想
16）  「宮城県立多賀城高等学校災害科学科」は、
2016年4月に開設された。防災系学科としては
「兵庫県立舞子高等学校環境防災科」に続き国
内では２校のみである。同学科では「防災・減
災のリーダー」を育成すし、その中心的やクワ
イを担うことを目的としている。（「震災リゲイ
ン」shinsairegain.jp/2015/06/20takajo-hs）より。
また「兵庫県立舞子高等学校環境防災科」は、
2002（平成14年）4月に発足し、防災教育を推
進する全国最初の学科である。同校環境防災学
科では、震災直後から市民救命士（心肺蘇生法）
の資格取得に全校挙げて取り組んでおり、市教
育委員会作成の副読本『明日に生きる』の実践
事例集づくりにも参加し、先進的な実践を進め
ている。（「兵庫県立舞子高等学校ホームページ」
hyogo-c.ed.jp）より
17） ゼミ男子学生Fの感想
18） ゼミ学生6名の感想
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べきかについても、新たに関心を持つように
なる。しかしながら、各小学校ごとにマニュ
アルや指針が異なることもあり、学生らは防
災意識にさらなる関心を示すようになってい
る。時間があれば、小学生にも話を投げかけ
ることも大切である。子どもの時の経験がの
ちに大きく影響することは知られており、幼
少期からの防災意識の必要性を痛感すること
になった。
　また多賀城高校災害科学科を見学した際に
は、防災のみならず減災という新たなテーマ
についても訪問した学生らは気づかされた。
防災の専門知識を身に付けることは必然的な
ことであろう。また防災の専門家であること
はのぞましいことである。しかしながら、将
来いつ災害が起こるのかわからないが、他人
事ではなく自分のことと受け止め、市民レベ
ルの防災家としてふるまうことも大切である
ことを学ばせていただいた。
12．震災の記憶および教訓の伝承
　最後に「震災の記憶」と「教訓の伝承」の
大切さである。
　「震災の記憶・教訓の伝承について」（第４
回東日本大震災の記憶・教訓伝承のあり方検
討有識者会議資料）では、東日本大震災と同
じ犠牲と混乱を繰り返さないためにさまざま
な提案がなされている19）。「東日本大震災で
多くの犠牲者を出してしまった宮城県とし
て、震災の記憶・教訓を広く全国や世界、そ
して次世代に伝え続けていく」ことや「県全
体で震災のみならず過去の災害を振り返り、
災害の記録や記憶を集約し、未来に起こり得
る災害において、同じ犠牲と混乱を繰り返さ
ない覚悟を持つ」こと、さらに「伝承の意識
を共有して震災の記憶・教訓を発信し、災害
に関心と理解を持ち続けて行動していく」こ
とが、私たちに課せられた課題であることを
認識することになった。
　さらに「伝承の内容（「何を」）東日本大震
災で被災した方々の体験・経験・想いをしっ
かりと受け継ぐ。また、復旧・復興過程も含め、
今回の東日本大震災で得られた教訓、その中
で得られた知見などを伝承する」、また「伝
承の方法（「どのようにして」） 震災遺構・伝
承施設などのハードや、語り部・アーカイブ
などのソフトの取り組みと、それらを組み合
わせながら、防災学習や地域活動、来訪者へ
の対応等により伝承することが望まれる。ま
た、災害発生時の支援等、他地域を訪問して
直接伝承する」といったことの重要性につい
ても学ぶことになった。
13．おわりに
　―被災地訪問・巡礼と残された課題―
　学生の被災地訪問・巡礼は、卒業論文執筆
のためだけでなく、彼の人格形成に大きな意
義があることがわかった。無関心の学生もそ
うでない学生もまじりあったゼミ活動のなか
で、被災地訪問・巡礼は大きな意義がある。
　しかしながら、訪問・巡礼を行う上で多く
の課題についても見えてきた。
　１点目として、被災地の現状の理解の問題
である。5 年が経過しようとしている被災地
の事情は震災当時のものとは様相が異なって
きていることもあり、支援といってもどのよ
うな支援が必要なのかを十分事前に把握して
おくことが必要である。
　２点目に卒業論文をはじめとする資料調査
が思うようにできないことである。閲覧でき
る資料とそうでない資料のほか、個人情報と
しての資料も存在する。しかしながら、被災
者の気持ちを察することが前提であるため、
一歩踏み込んだ調査の実施には躊躇すること
もある。
　最後に卒業論文の執筆に学生がとりかかる
時期が極めて遅いことである。このようにな
らない指導をすべきであるとは考えるが、学
生の進路を考えると、困難な事情であること
も否めない。今後の改善策をしっかり考えな
19） 「震災の記憶・教訓の伝承について」（第4回東日
本大震災の記憶・教訓伝承のあり方検討有識者
会議資料）。（2019年3月17日付）
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くてはならないであろう。
　福島県ではいまだに風評被害が見られると
いわれる。執筆者とゼミ学生はその風潮を払
拭するべく、福島県産の料理を心より味わっ
た。
　さてここで取り上げてきたゼミ学生らはす
でに大学を卒業し、小学校教諭、幼稚園教諭、
特別支援学校教諭、企業、地方公務員として
勤務している。彼らが今後の人生のなかで、
この経験が大いに活かれることを期待してや
まない。
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